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開催日程

会　場

参加条件・
受講料など

開催時間は全日程 13：30-15：00

第１部：たはら巡り～なのプログラム主催者になってみよう！！文化財ｘ観光で田原のすばらしさを伝えよう

概要を知る
①たはら巡り～なのプログラム主催者とは
②田原に眠る宝の山

①講師の作ったプログラムをみてみよう
②自分たちでもプログラムを考えてみよう

告知・集客：人に喜んでいただいて、
　　　　　　ちょっと儲けるのはとても楽しい
第１回～第３回
講師（株）オデッセイ 代表取締役  野々山　桂

渥美半島のなりたちとあけぼの
－渥美半島の文化の基層をさぐる－
講師　田原市博物館学芸員　増山禎之

文献から見る渥美半島の歴史文化
講師　田原市博物館館長（学芸員）　天野敏規

ガイドマップで巡る渥美半島の文化財
講師　田原市博物館学芸員　木村洋介

第2部：渥美半島をしっかり基礎から学ぼう

第１回 10月 21日  土曜日 第４回 12月 16日  土曜日

第５回 1月 20日  土曜日

第６回 2月 3日  土曜日

第２回 11月 11日  土曜日

第３回 12月 2日  土曜日

■募集人員：会場のキャパシティの関係で最大30名とさせていただきます。
■参加無料：全６回の内１回でも複数回でも、すべての回でも自由に参加していただけます。
　　　　　　開催一回ごとに修了証が発行されます。
                           [お願い] 第１部に関しては、興味のある方は是非第１回からご参加ください。　
■申込期限：各開催日の前日から起算して10日前まで　
■参加条件：以下の条件をすべて満たす方
　 　　①田原市在住在勤在学あるいは田原市に興味を持っている方
　 　　②渥美半島への理解を深めたいと考えている方
　 　　③渥美半島のすばらしさを伝えたいと思う方
　 　　④16 歳以上の方（15歳の高校生の方も可）
■申込方法：お名前（フルネームふりがな）・メールアドレス・携帯電話番号を明記して
　　　　　　（株）オデッセイ  野々山桂　nonoyama@yume-ya.co.jp に送信。
 　　折り返し、参加希望日など必要情報を記載していただくフォームをお送りします。
 　　◉e-mail をやっていない方、苦手な方はお電話ください。070-6697-1973

令和５年度

文化庁「地域文化財総合活用推進事業」
令和5年度 渥美半島の文化遺産を活用
した地域活性化事業

受 講 者 募 集

セントファーレ　会議室（２階）　田原市田原町萱町１ ※１Fからエスカレーターを利用して正面の部屋です。



第1部
ののやま  かつら
野々山 桂第１回～第３回

（株）オデッセイ 代表取締役  

1991 年創業、東京吉祥寺が本社、旅行関係専門の人材派遣会社を営む。
主に添乗員（旅程管理主任者）や通訳案内士（通訳ガイド）の派遣を行っている。
市町村を顧客とするコンサルタントでもあり、田原市でも第２次田原市観光基本計画の
策定支援、観光まちづくり実践塾のコーディネーターなど多数の業務経験がある。
また地域DMO候補法人である㈱田原観光情報サービスセンターの支援も行う。
本業は愛知県西尾市の農業者

第２部
ますやま   ただゆき
増山 禎之第4回

第２部
第5回

第２部
第6回

田原市博物館学芸員

田原町（現田原市波瀬町）生まれ
平成元年田原町役場入庁、令和5年3月定年退職

主な仕事：田原町博物館建設・史跡吉胡貝塚整備・文化財保護行政・教育行政など
専門分野 : 日本考古学（縄文・中世）・日本陶磁史（中世）・日本美術史（近世・近代）

趣 味 : 古物集め／猫とじゃれあうこと

あまの　 としき
天野 敏規
田原市博物館館長・学芸員

渥美町（現田原市福江町）生まれ
平成4年渥美町役場入庁、渥美町郷土資料館へ配属、田原市教育委員会文化財課長（副館長兼務）から
令和 5年田原市博物館長～現在に至る。
主な仕事：渥美町郷土資料館（現、渥美郷土資料館）、田原市博物館で学芸員として
　　　　　郷土に関する展覧会や郷土にゆかりのある現代美術作家の展覧会などを担当、
　　　　　教育普及事業にも積極的に取り組む。
専門分野：歴史（郷土史）  
趣  味 : 堅い趣味は文化財めぐり、仕事。他の趣味はドライブ、レース観戦

きむら　ようすけ
木村 洋介
田原市博物館学芸員

田原町（現田原市田原町）生まれ
民間企業勤務を経て平成16年田原市役所入庁

情報システム課、文化財課、農業委員会事務局等を経て
令和2年田原市教育委員会文化財課へ学芸員として異動

主な仕事：学芸員として展覧会の企画、運営や文化財保護事業に当たる。
専門分野：歴史（近代史、交通史）

趣 味：旅行、鉄道の旅、城跡巡り（最近行けてない）

（敬称略）養成講座 講師紹介
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